
  

 

 

  

 
 

 

 

令和 2年 10 月から高気圧酸素治療を開始しました 
 
臨床工学技士の尾川です。｢高気圧酸素治療｣について、7月号では、主な治療効果と適応疾患を説

明しました。今月は治療について説明していきます。 

＜治療について＞ 

・専用病衣に着替えていただきます。 

帯電防止のため下着は綿 100％の着用をお願いします。 

・1回の治療時間は加圧と減圧を含めて約 90 分です 

・治療は、装置の中で治療時間を過ごしていただくだけです。 

テレビを見ることもできます。 

・治療中は、臨床工学技士が付き添います。具合が悪くなった場 

合には、インターホンで会話ができますのでご安心ください。 

＜治療中の注意点＞ 

1 耳抜き 

加圧を始めて 2～5 分ほど経過すると耳が痛くなることがあります（飛行機に乗った時や高い山へ

登った時などに起こる症状）、その場合は耳抜きをしていただきます。 

2 持ち込めないもの 

装置内は酸素濃度と圧力が高くなるため、発火の危険がある物や圧力で 

破損する可能性があるものは持ち込めません。 

・発火源になる物（カイロ、マッチ、ライター、タバコなど） 

・引火する危険性がある物（マニュキア、セルロイド、油脂類など） 

・衝撃により火花の発生、圧力により故障するもの（携帯電話、スマホ、補聴器、時計など） 

治療を安心・安全に行う為には患者さんのご協力も不可欠です。よろしくお願いします。 
 
最後に、先月の説明を読まれて、何件かいただいたご質問についてお答えします。 

質問：高気圧酸素治療は、特に症状がない場合でも受けられますか？ 

スポーツをしていて、疲労回復のために試してみたいのですが、どうでしょうか？  

回答：現在、当院においては、適応疾患の治療の方を対象としております。 
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榛原総合病院の理念  ✜生命を安心して預けられる病院  ✜健康と生活を守る病院 

＜おねがい＞ 受診の際には、必ず『おくすり手帳』をご持参ください。 

 

＜７月の活動＞ ありがとうございました 

7 月 2 日(金) ボランティア連絡協議会（七夕飾りつけ） 
＜飾りものマメ知識＞  
■吹流し 昔は五色の糸を垂らしていました。織姫の織り糸を表しているともいわれ、
吹流しにしたり、薬玉に下げると魔除けになります 

■折り鶴 鶴は長寿の象徴なので、長寿祈願になります。千羽鶴にすることも。 
■紙衣（かみこ）色紙を着物の形に折ったり、切ったりしたもの。棚機つ女（たなばた
つめ）の織る「神御衣（かんみそ）」に通じ、手芸上達、厄払い、着るものに困らなく
なるなどの意味があります。 

■巾着 金運上昇を祈願。折り紙で折るほか、本物の財布をさげることもあります。 
■綱飾り 豊年満作・大漁を祈願。幸せをすくいあげるという意味もあります。 
■くずかご 物を粗末にしないよう、七夕飾りの紙くずを入れます。 

ボランティア連絡協議会活動報告 

高気圧酸素療法について（2） 

 

治療中の様子 

職員を募集！ 
 

①看護師 ②薬剤師 ③臨床工学技士 ④看護補助者  

⑤訪問看護師 ⑥事務員（診療情報管理士） 
 

＜随時見学 OK＞ 
お問合せ 0548-22-1131 
担当／総務課 馬上（もうえ） 


